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C.A.Fisher:A Social,Economic and

PoliticalGeography,South-eastAsia.Me･
thuen,London,1964.xix+831p.

シェフィール ド大学フィッシャー教授がついに大著

｢東南アジアの社会 ･経済 ･政治地理｣を刊行された｡

たまたま,クアラルンプールの書店で,かねがね出版

の噂をきいていた本書の実物を手にして,とうとう出

たかとの感を新たにしたのであった｡

序文の冒頭にいわく, ｢ひとつの題目で40万語あま

りを書きおえたとき,できればこれ以上書きたくない

との気持に抗しきれないだろう｣と｡まことに気負っ

た書き出しだ｡また第2次世界戦争直前からこの仕事

をはじめ, 3年半以上にわたる現地での抑留生活,そ

のあとひきつづき東南アジアの各地を調査したという

20年以上にわたる長い経験｡そしてそれをもととし,

しかも40ページに近い付録の文献目録からも明らかな

ように,蒐大な文献渉猟とをもととしての業績,フィ

ッシャー教授が 当然 にこの 出版に気負っておられる

し,またわたくLもこれを手にして感動せざるをえな

いのだ｡

もちろん わたくLは900ページに近い本書を読み

おえていない｡ しかし, Eastおよび Spate両教授

編集 の TheChangingMapofAsia(1sted.

1950,4thed.1961)所収のフィッシャー教授の長論

文 ttSouth-eastAsia"(これは本書の第 1部の骨子

となっている)を東南アジア地理として最もすぐれた

文献のひとつとして推すわたくLとしては,本書がお

そらく東南アジア地理として最高水準にあるものとし

て推すことに蹟蹄しない｡

本書はつぎのような構成をとる｡第 1部は統一体と

しての東南アジアであり,総論にあたる｡東南アジア

の性格,自然環境,住民等のあとをうけて, 120ペー

ジにわたって歴史的過程が明らかにされている｡第2

部は赤道畠峡部であって,インドネシアにあてられ,

インドネシアの自然条件,文化的歴史的基礎,罪 1次

第2次世界戦争間の蘭領東インドの経済 ･社会地理,

新インドネシアの経済的諸問題と政治的諸問題,西イ

リアンの諸問題が述べられている｡第 3部は熱帯大陸

部であり,その自然的基礎,ビルマ,タイ,インドシ

ナの章に分けられる｡第4部は赤道大陸部であって,

4章がマラヤと英領ボルネオにあてられる｡第 5部は

熱帯島峡部 でフィリピン｡ 第6部 はエピローグとし

て,東南アジアと世界との関係が論ぜられる｡

とにかく,大冊である｡わたくLは,ただ 1章だけ

あたえられているタイについての部分を丹念に読んだ

が,わたくしの知るかぎり,ひとつの誤謬も見出され

なかった｡もちちん,地理学者が経済 ･政治 ･社会問

題を論ずるときの弱さ- それは地理学者の宿命であ

ろう- がなきにLもあらずだが,よくぞこれだけま

とめあげたものだと, 心から敬意を表せざるをえな

い｡これがわたくしの一言にしてまとめうる感想だ｡

(本間 武)

RonaldMcKie:MalaysiainFocus.Angus
andRobertson,Sydney,1963.xiii+236p.

去る1月27日づけの LifeInternational誌のアジ

ア問題特集号は,パキスタンから日本に至るアジア諸

国をカバーしている｡その論旨はTime-Lifeminded

と批難されるきらいはあるものの,きれいな写真で助

けられて,アジア諸国の現実の問題点を,おもしろく

解説している｡

このアジア問題特集号のうち,マレーシアに関する

解説は,ここに紹介する本署の抜革でもってあてられ

ている｡

Life誌が本書をそれほど高 く評価していることか

ら推察されるように, なかなか明快に, また興味深

く,マレーシアの最近の姿をとらえている｡著者のロ

ナル ド･マッキー氏は,オース トラリアのジャーナリ

ス ト｡旅行記というよりも,訪問旅行のすぐれた印象

記をおもしろく書 くことで知られている｡この本も,

その意味では成功している｡

とりわけ,オース トラリアが,東南アジアにたいし

て,いかに強い関心をもっているか,そのオース トラ

リアと東南アジアの結びつきが本書に強 くあらわれて
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いる｡また,著者はマラヤ ･シンガポール ･サバ ･サ

ラワクからなる大マレーシア連邦が結成される過程に

おいて旅行し,昨年8月の結成後に本書を出版したわ

けである｡この時期に書かれただけに,なかなか重要

な点がつかまれている｡オース トラリアがこの大マレ

ーシア連邦の結成に,きわめて好意的なことが,その

ふしぶLでうかがわれる｡

内容は,シンガポール ･クアラルンプール ･マレー

シアの3部にわかれ,追記としてブルネイがある｡旅

行記として, マレ-シアの風物の 叙述もたくみであ

り, humanbehaviorの描写 にもす ぐれてはいる

が,とくに興味深いのは,政治的 ･文化的エリー トと

の面会記である｡シンガポール首相 リー ･クアン･ユ

ー,政治家のデヴィッド･マーシャル,共産党指導者

のリム ･チン･シオン,さらにクアラルンプールでは

マレーシア首相 トンク ･アブドゥール ･ラ-マン,マ

ラヤ大学経済学教授ウンク ･アブドゥール ･アジズ,

著作家-ン･スゥインをはじめ,多くのエリー トに面

接する｡

もっとも,これ ら面会記を読むと,どうも旅行者の

印象であり,かなり主観的 ･一面的だと思われるふし

がないわけではない｡たとえば,わたくLが知ってい

るアジズ教授と,ここにあらわれてくるアジス教授と

は,だいぶんにちがっている｡はじめて会った外国人

の思想や行動をとやかくいうのは,いかにむずかしい

ことか｡

しかし,それが主観的 ･一面的であろうと,この人

種構造の複雑な, そして国家としての unityを実現

することの困難なこの国の現状を,きわめてヴィヴィ

ッドに描いたものとして,本書はまことに興味深い｡

今日の マレーシア についてのすぐれた紀行記だと思

う｡ (本間 武)

Louis J.Walinsky:The Planning and

Execution of Economic Development.Mc･
Graw-Hill,New York,1963.xiii+248p.

著者ワリンスキーは,1950年代の約10年間,Robert

R.NathanAssociates,Inc.の一員として,ビルマ

の経済計画の調査と設定とに献身した｡かれの体験を

とおしてのこの国の経済発展の経過は, かれの大著

EconomicDevelopmentinBurma.1951-60.に詳

しく描かれている (本誌第1号書評参照)0

このビルマにおける長期にわたっての経験,さらに

加えて韓国 ･イラン･アフガニスタン･エルサルバ ド

ルおよびボリビアにおける短期間の経験 をもととし

て,低開発国において経済発展がいかに計画され,い

かに遂行されるべきか,それを non-technicalな,

また operationalな方法で 明らかにしようとしたの

が本書であるOだから,これ, EconomicDevelop-

mentinBurmaの副産物であり,続論であるといえ

よう.

本書は,第 1部の Planning,第2部の Execution

および第3部の SomePracticalApproac壬1とから

なる｡付録として,先進国と後進国との比較図表,檀

開発国の若干の経済指標,低開発国援助機関の表,ア

メリカおよびその他の諸国の低開発国援助概要,世界

銀行借款概要,中ソの経済援助概要,および計画評価

論があり,最後に経済計画に関する文献があげられて

いる｡

もともと本書は,低開発国における経済計画の立案

者のために書かれたものであり,低開発国の経済開発

理論ではない｡どこまでも,実際に具体的に経済計画

の設定と遂行に役立たしめようとするものであり,そ

の意味で,きわめて,わかりやすいように努力が払わ

れている｡

とくに本書の価値としては,このワリンスキー氏の

長い実際の経験がにじみでている点があげられる｡し

かも,かれが強調してやまないのはつぎの点にある｡

経済発展についての方式は決してひとつでない｡それ

ぞれの国のもつ条件や目的によって異なる｡しかし,

その成否は採用される目標 ･計画 ･プログラムおよび

政策の現実性と継続性に,資源が利用され,計画が運

営される効果性に,さらに事業の現実の困難性の認識

とそれにもとづいての事業の遂行の決意とにかかる｡

この決意は外国から与えられるものでなく,どこまで

もその国自身がくだきなければならない｡

わたくLは,この強調点はまさしくかれの多年の経

験の結論であるとの感銘をうける｡著者は,低開発国

の政策立案者が,この決意のもとに,この書物を読ん

でほしいと切望しているのだ｡

本書が詳しく述べている経済計画の設定と遂行につ

いては,原則的にわたくLには異論がない｡だが,檀

開発国の経済計画立案ならびに遂行にあたる トップ ･

レベルのものが,いかにして現実的 ･継続的に決意を
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もちうるか否か,ここに基本的な問題があるのではな

かろうか｡ビ ルマ,インドネシアの両国の現実は,わ

たくしのこの疑問を裏づけはしないだろうか,

(本間 武)

C1iffordGeertz:Agriculturallnvolution,
The Processesof EcologicalChangein
Indonesia.University ofCalifornia Press,
BerkeleyandLosAngeles,1963.xx+176p.

近年 C.Geertzの意欲的な労作が次々に公表され

ているが, 彼が1956年 に騰写刷りの形で発表した

TheDevelopmentoftheJavaneseEconomy:A

Socio-CulturalA♪Proach.(TheCenterforInter-

nationalStudies,MIT.)は,かなり長い力作であ

りながらも出版されなかった｡ この書物は, 歴史概

読,生態学的適応の様式,権威体系,都市化,観念体

系の五つの部分から構成されている｡この内の最初の

部分が enlargeされて 出版 された ものが 本書 であ

る｡

題名の中のⅠnvolutionとは,人類学者 A･Golden-

weiserが最初に用いた用語で, 一定の形式が安定

化又は他の新しい形式に変形することに失敗し,内

容的により複雑化し続けるような文化現象を意味す

る｡Geertzは, この概念をジャワの零細農業の在り

方に適用して,その社会経済史的背景とそれが今後の

インドネシア経済に持つ 意味を本書において論及す

るっ

Geert2:によれば, インドネシアには二つの伝統的

な生態学的体系 (ecosystem)が存在する｡即ち,煤

畑的な swidden農業と水田稲作の sawah農業を中

心とする二体系である｡前者は,より多く自然の条件

に依存し, 主に外債地域と西南ジャワに分布 してい

る｡後者は,人為的条件に依存する度合が強 く,主に

ジャワ,バ リ島,西ロンポック島に分布 している｡

Geertzは, この二つの ecosystem の相違を歴史的

に考察する｡

オランダの植民地政策の基本原理は,経済に関する

限り,終始,植民地の経済構造を根本的に変形させずに

農産物を世界市場に持ち出すことであったoこの目標

達成に三つの方式が歴史上用いられている｡東印度会

社,栽培制度とプランテーション制度である｡特にジ

ャワを中心とした栽培制度は,上記二つのecosystem

の対照を際立たせる素因となったばかりではなく,イ

ンドネシア経済の二重構造 (thecapital-intensive

Westernsectorandthelabor-intensiveEastern

sector)を確立することになったoswidden地域で

はコーヒーが, sawah地域では砂糖が,輸出農産物

として栽培を強化された｡人口増加や生産方法の発展

は,この二地域の区分を社会的 にも顕著 なものとし

た｡swidden地域では, 無産化が進行すると共に,

農業生産物は専門化し, 個人主義的傾向が 強まった

が,sawah地域では,involutionが深化して,土地

の使用 ･保有法,共同生活,宗教までも,この傾向を

反映して,貧困は分有されたO

インドネシア農民が急増した人口を吸収する適当な

場を持たなかったこと, そして, 現に持たないこと

が,インドネシア農業の生産性に致命的であることを

Geertzは,さまざまな角皮から分析するっ しかし,

本書のオリジナル ･プランが,先きに触れたように,

社会や文化の側面を含むものであるため,末だ総てが

論じ尽されていない感があり,残余の部分の出版が待

望される｡ (口羽益生)

陳刑和 :『十六世紀之罪律賓華僑』新亜研究
所東南亜研究室 (東南亜研究専刊之二).香港.

1963年.vii+161p.

東南アジア華僑に関する論著は数多いが,現状の分

柿,考察を主としたものが大部分で,歴史研究に重点

をおいたものは甚だ乏しい｡ しかし現状の考察に賢

し,将来を推測する手がかりを与える点で歴史研究が

重要なことはいうまでもなく,かかる意味で本書のど

ときを得たことは喜ばしい｡

著者はかつて日本に学んだことのある人で,元国立

台湾大学助教授,現在香港にある新亜学院の歴史学教

授をつとめ,東南アジア史の研究では目下最も活躍し

ている中国人学者の一人である｡ベ トナム史に関する

論考や,史料の解説,紹介が多いが,本書は氏がかつ

てフィリピン華僑に関して諸雑誌に発表した論考を補

訂,集成したものである｡

スペインによるフィリピンの植民地化はフィリピン

華僑史の上において画期的重要事件であった｡これを

契機として華商のマニラ貿易が発展し,華僑の著しい

増加をみた｡しかしこれはやがて,在フィリピンのス

ペイン人に華僑に対する恐怖と警戒心を生ぜしめた｡
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この間に起こったのが海賊林鳳のマニラ襲撃事件であ

るOかくて植民地政庁も当初の華南誘致をはかる寛大

な方針を改めて,その抑制と圧迫につとめることにな

った｡本書はこの間の諸事実についてスペイン側史料

と中国史料の双方を用いて克明に論述しており,従来

の研究に一歩を進めたものということができる｡

内容は本論4章と附録 1より成り,節-章 ｢西班牙

之領属井律賓｣では,レガスどのマニラ占拠までのス

ペインとフィリピンとの関係,この期間における華南

のフィリピン諸島における貿易活動について述べ,併

せてマニラ占拠後におけるその貿易の発展と,スペイ

ンの植民地経営上における貢献について説いている｡

第二章 ｢中国海盗之完擾｣では,林鳳のマニラ襲撃事

件の顛末と,その直後における中国 ･フィリピン間の

官辺交渉について述べ,これらが中国や中国人に対す

るスペイン人の恐怖と警戒心を惹起させる原因となっ

たことを説 く｡第三章 ｢華僑管制政策之開端｣は華僑

に対する三分税の創設と,マニラ華僑の居留地として

のパ リアン設置について述べたもので, なお 当時の

マニラを舞台とする中井貿易の繁栄と同地華僑の増

加,華僑に対するスペイン側のキリス ト教伝導工作,

パ リアン内部の状況についても記している｡ 第四章

｢十六世紀末年之井律賓｣は16世紀末のフィリピンの

内憂外患と,この期における当局の対華僑政策につい

て述べたもので,華僑の華布着用禁止令などの華僑圧

迫策の実施,さらに華僑播和五の数乱事件と,その後

における華僑の帰国強制などの華僑圧迫の強化につい

て詳細に説明している｡なお附録は ｢井律賓華僑史上

的人口及居留地｣と題し,1570年より1947年までの間

のフィリピン華僑人口の動態, 居留地の変遷に関し

て諸文献より得た資料を年代順に列記したものであ

る｡

要するに本書は表題の16世紀のフィリピン華僑の研

究としてはすぐれたものであるが,フィリピン華僑史

の上で重要な17世紀以後には及んでおらず,この点甚

だ惜まれる｡続編の出現を期待する次第である｡なお

著者は記していないが,BlairandRobertson:The

Phtli♪bineIslands.55V.の中から華僑史料を抽出

列挙 した呉景宏氏の 『西斑牙時代之井律賓華僑史料』

(南洋研究,第 1巻.1959).が出ており,フィリピン

華僑史研究に頗る便利であるので附記しておく｡

(藤原利一郎)

Thai-EnglishStudent'sDictionary.Com-
piledbyMaryR.Haas,with theassistance

ofGeorgeV.Grekoff,RuchiraC.Mendiones,

WaiwitBuddhari,JosephR.Cooke,SorenC.

Egerod.StanfordUniversityPress,Stanford,

California.1964.xx+638p.

この辞典は現在手にし得るタイ語の辞典として最も

新しいものであると同時に,最もすぐれたものだとい

えるであろう｡ここでいう ｢すぐれた｣というのは,

単に語の意味や品詞がわかるというだけでなく,その

単語の用いられ方,あるいはタイ語の中での動きかた

がよく解るということである｡この事は,タイ語を母

国語としない我々にとって,特に有難いことである｡

こういった意味で,タイ語を習い始めたばかりの人達

にとっても,またそれを専門的に研究している人達に

とっても,本書は非常に有用である｡本書をこの様な

有用な辞典としている要因として次の様な点をあげる

ことが出来るであろう｡

① 徹底した音素表記が用いられていること｡従来

のタイ語辞典は,それが英語を母国語とする人達を対

象にするものであれば,英語の正書法にもとづく表記

法を用いていた｡ これに対 し本書では, 誰にでも容

易に理解出来る音素表記を用いている｡ この表記法

は,同じ著者によるTheThaiSystemofWriting.

WashingtonD.C.,1956.のそれと原則的には同じ

であるが,stress及びintonationが表記されている

点で,本書の方が更にすぐれているといえる｡stress

については,例えば,/phaas孟a′/≪言語≫における

第一音節 /phaa/は,実際の会話ではしばしば弱めら

れて 【pha]となるが, 第二音節の /S孟a′/は常に上

昇型 の トーンで発 音 され る｡ すなわち /saa′/は

ttstressedsyllable"である｡ この様な t-stressed

syllable"はいつも /′/でもって 明記 されている｡

また intonationは三つの型に分類されて,それぞれ

I,-, Jでもって表記されている｡更に綴字と発音

とが余りにかけ離れている場合には*を符して注意を

うながしている｡以上の様な配慮がはらわれている点

から,本書の表記によれば,実際の発音をかなり正確

に知ることが出来るであろう｡

① 必要に応じて単語の tllevel"が示されている｡

例えば,≪toeat≫を意味する最も一般的な形 /kin/

は ttcommon'‥であり, これに対して /dEeg/は,
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同じ ≪toeat≫ でも,'tvulgar"であるといった様

に,単語の Ievelが示されている｡ この社会的に定

まった Ievelは, 我々外国人にとって最も困難な問

題の一つだといえるが, この点について説明が加え

られているということは,この辞典を非常に有用なも

のとしている0本書では,archaic,colloquial,com-

mon,deferential,derogatory,elegant,epithet,

euphemism,expletive,figurative,idiomatic,il-

literate,literary,obsolete,obsolescent,royal,

sacerdotal,slang,vulgar,writtenの計20の項目

が用いられている｡

③ 各単語について,その単語を中心として作られ

る phrasesや idiomsがあげられており,反意語,

同意語も適当に示されているQ更に,必要な場合に

は,ttNote"の項を設けて, 当該単語の用い方や似た

意味を持つ他の語との相異などについて,例文と共に

説明が加えられている｡この様な意味で,本書は単に

受動的に引くだけの辞書としてのみならず,タイ語を

書き話す場合にも充分役に立つと考えられる｡しばし

ば用いられる固有名詞,称号名,機関の名称なども取

り入れられており,実用的である｡

発音について疑問な点として, 例えば, ≪本≫ を

表わす語は /n主軸Sタy/が普通 であるが, 本書 では

/nat)Sタy′/と表記されている｡ この様な相異はタイ

人の間でも個人的に変動のある可能性が強いから,両

方を記して注を付すべきであろう｡なお,p.V,37行

の ≪tobebig≫ を意味するタイ語形は誤植で, 正

しくは kh〇〇khwaajのかわりに-t〇〇taw を用い
る｡本書の最初の部分に付されたBriefDescription

ofTbaiも有益である｡ (桂満希郎)

HlaPe:BurmeseProverbs.John Murry,
London,1962.ix+114p.

本書は, SchoolofOrientalandAfricanStu･

dies,UniversityofLondonの教授でありビルマ語

研究の第一人者の一人である HlaPe教授による｡

ビルマ語諺集とでもいうべきものである｡著者自身も

序文で述べている様に,本書はビルマ語の諺の網羅的

な収集ではなく,また学問的な研究書でもないcLか

し,ビルマ語を学習しテキス トを読む段になると,役

に立つとこ.ろ大である｡日常の会話,あるいは小説や

新聞などにおいても,諺の用いられる頻度は,日本語

においてよりもビルマ語においての方が,はるかに高

いといえるであろう｡これらの諺は口本語の感覚から

すれば意味を把握することの極めて困難なものが多い

が,その様な際,本書は手ごろな参考書としてよく役

に立つであろう｡

本書は, Ⅰntroduction,本文, 原文 から成る｡

Introductionにおいては, ビルマの諺に関する簡単

な説明のほかに,PoliticalSetting,CulturalSet･

ting,EconomicBackground,SocialEnvironment

について,諺と関連を保ちながら,概略的な説明が加

えられている｡本文におさめられた諺の数は496であ

り,HumanCharacteristics,HumanBehaviour,

HumanRelationships,TheWorld,Man,の五項

目に分離されている｡ 本文にはこれらの諺の英訳と

それらに相当する英語の諺とがあげてあり, 原文は

romanizeされた形で巻末にまとめられている.代表

的な諺は大体カバーされているが,明らかに外国から

の借用であるものや,単なる言葉の遊戯,例え話など

の類は除外されている｡この撰択,分類の基準がやや

あいまいに思われるが,研究書ではないから,やむを

得ないであろう｡

上に述べた様に,ビルマ語を読む際の参考書として

の実用的な意味以外に, 本書 にあげられた原文と英

訳,あるいは英語の諺とを対照すれば,ビルマ語の簡

結な表現法とかいわゆる ｢ビルマ語らしさ｣を理解す

るという意味からも興味の持てる書である｡この点か

ら,巻末にまとめられた原文は,本文の英語と対照し

てあげられていた方がより艮かったであろう｡

(桂満希郎)

william A.Smalley･.OutlineofKhmu?
Structure.AnEssayoftheAmericanOr-
ientalSocietyNo.2.NewHaven,Conneticut,
1961.xix+45p.

クム語はラオス北部を中心に東北タイから北ベ トナ

ムにまで分布するモン･クメール系 (パラウン･ワ語

群)の言語であるが,これまでにこの言語について報

告されることはあまりなかった｡ 本書は著者が1951

-3にルアンプラバン周辺で採録した資料 にもとづ く

OutlineofKhmuStructure(UniversityMicro･

filmsPublication No.17,081.ColumbiaUniv.

dissertation.1956)を僅かに短かくした ものであっ
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て,簡単なものではあるが,この系統の言語の数少な

い文献の一つとして注目に値する｡

といっても,本書は単なる言語資料の報告といった

ものではなく, クム語という一つの言語体系の構造

言語学的な記述なのであって, その方法 はいわゆる

ttitem andarrangement"のモデルによっている｡

それは簡単にいえば言語の音韻体系,文法体系のそれ

ぞれを,素な要素と結合法とその結合条件とによって

記述できるような一つの代数系としてとらえる考え方

であるが,本書では実際の記述にあたっては,ttitems"

と ttclassesofitems"とを相対的な関係にとらえて

ttitems,Classesofitemsandconstructions(i.e.

Classesofarrangementsofclassesofitems)"

を記述することによって,音韻体系;文法体系それぞ

れの階層的な構造を下位から上位へと記述している｡

この記述方法自体に問題がなくはないが,ともかくこ

れでクム語の構造を抽象的にとらえることができ,た

とえば言語の類型学的研究といったものには多いに役

立つにちがいない｡なお,そのためには全体の構造図

を付すれば直観的な理解をより助けたかもしれない｡

しかしそれでは具体的にクム語にどんな言い方があ

るか,ある意味をどのような形式で表わすかというこ

とは本書からは十分にはわからない｡形態論が実際に

は ttconstructions"の記述に終っていて ttitems"あ

るいは ttclassesofitems"のメンバーが僅かずつし

か掲げられていないからである｡本書の規模からいっ

てやむを得ないことだとはいえ,せめて従来の報告書

の glossaryに相当するttmorphemeinventory"杏

基礎語柔に関してだけでも掲げてはしかった｡モン･

クメール系の言語は東南アジア諸言語の比較言語学的

研究において特に重要なのだが,そのためにはまず語

乗資料が第一に必要なのである｡

なお,これまでに著されたクム語に関する文献には

本書にも言及 されている H.Rouxの論文のはかに

H.Maspero:ttMateriaux pourl'6tudedela

languet̀色ng"BEFEO47(1955)pp.457-507が

あってこのテン語と本書のクム語とは単に方言的な関

係にあるに過ぎないと思われるが,本書では全 くふれ

らていない｡Masperoの表記法が不完全であるだけ

に両者の具体的な関係についての言及があれば資料と

しての価値が大いに高まったであろうと思われる｡

(三谷恭之)

李全毒 :｢馬来語言輿文学｣ 許雲樵輯南洋研
究叢書 『馬釆亜研究講座』. 新加披世界書局,

1961.pp.29--58

シンガポール自治政府が成人教育 を促進 するため

に,南洋大学の教職員を動員,分担して1960年8月22

日から1961年 1月9日まで,シンガポール文化会館で

週に一回行われた ｢マラヤ研究講座｣のまとめがこれ

である｡地理,経済,工業化問題等々,16編収められ

ている論文の中に,上記がほいっている｡

この論文は,8節から成っているが,節-節 ｢語言

的定義｣,第五節 ｢文学的定義｣などがあるのは, よ

ほど,市民一般を対象とした講座であったらしく,こ

のような大きな問題が短い講演の合間に充分述べられ

得る筈がなく, 全体から見ると蛇足の感を免がれな

い｡ さて, 著者は, マライ文学を ｢旧文学｣と ｢新

文学｣とに分け,更に夫々を Puisi(散文), Prosa

(韻文)とに分類する｡ この ｢旧｣と ｢新｣とは何を

根拠にしてこう分けたのか,第四節 ｢馬来語文在馬来

亜的発展｣を見ても,甚だ要領を得ない.然し,窺文

を次の8種 (それぞれを更に小分する)に分類する方

法は,まだ問題があるにしても,一つの新しい試みと

いえる｡1.Bidalan(諺語),2.Carmina或Pantun

Kilat(短詩或閃電詩),3.Pantun(転喰式四行詩),

4.Talibun(多行 Pantun), 5.Seloka(訊刺詩或

戯纏詩, 6.Gurindam (両行諺詩), 7.Sharer(史

詩或雑事詩), 8.BahasaBerirama (有施律的散

文)｡ マライの四行詩, 特に Pantunは一 ･三行,

二 ･四行が脚韻を踏むところに特徴があり,中国の詩

にもこれと似た平灰の法則があるために中国人の興味

を引くらしい (編者の許雲樵にも ｢中国詩経与馬来班

敦的比較研究｣1963.という論文がある)｡ 李全寿は

Pantunを児童 ;青年 ;老年人 Pantunを三つに分

ち,それを更に発想によって細分するという念の入れ

方である｡但し,Selokaの内の四行詰を戯纏詩と説

明し, 青年 Pantunにも誹言皆詩があるところを見る

と,その本質的,根本的な区別をどこでなすのか,そ

れぞれに掲げられた例からは了解 することが 出来な

い｡各種の詩型を表わす用語を並べたて,唯それを小

分類して見ても,結局は噂があかないのではないかと

思われる｡韻文を分類し得るような用語があるにも拘

らず,夫々の詩の持つところの内容は非常に錯綜して

いる｡その含む意味も李全寿の分類のようなきっちり
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と型に朕まったものではない｡又,1.諺語の(4)とし

て掲げている Tamthil(加用引子的誓喰)に Lain

dulanglainkaki,lainoranglainhati.(人心不

同-盆が違えば脚も違うように人が違えば心も違う)

を引用しているが,これは厳密に言って彼の説 くよう

に第一句が ｢引子｣で第二句が ｢叙述｣ではない｡第二

句は第一句の単なる繰り返しに過ぎない (参照 :Ba-

nyakorangbanyakmuka-nya.十人十色)｡次の

ような例をこそ掲げるべきであろう｡ Bュarlambat,

asalselamat.(急がば廻れ-ゆっくりやれば,安全),

Tabumakan,tabusimpan.(食べ方を知る者は,

保つ法を知る)

マライの韻文は,もっと大局的,有機的見地からの

考察がなされねばならない｡分類を行うのに性急にな

ったため,それの説得力が弱い感じの論であるが,読

みとしては面白い｡なお,散文も5種に分類している

が,大体同じことがいえる｡ (崎山 理)

ElinorC.Horne:BeginningJavanese.Yale
University Press,New Haven andLondon,

1961.xxiii+560p.

YaleLinguisticSeriesとして, 今まで, Rus-

sianと Chineseとが出ていたが, 表記 のようにジ

ャワ語がこれに加わった｡本署はこの表題から想像さ

れるような ｢初学者｣のためだけの入門書では決して

なく,ある程度のジャワ語の知識を持つものにも,大

いに活用し得るだけの内容を備えている｡この書を作

るために相当数のインフォーマントを得て,正確を期

したことが序文からも知れるし,内容の構成法も,負

近,諸外国語の速成教育に適用されて相当の効果を示

しつつある LanguageLaboratory(L.L.)方式 に

従って述べられており,文法用語を中心としてそれを

各項目に分け,説明するという従来の形式を全く採用

していない｡即ち, Lesson 1.WHO'SWHO,2.

WHAT'S WHAT, 3.DAILY ACTIVITIES-

といった具合に,最初から会話でもって易から難へと

進む仕組みになっているが,文法事項を調べるための

索引も比較的良く作られてある｡

ジャワ語には,周知の如 く,やかましい敬語法があ

り, 丁寧な用法を KramÅ[kr〇m〇】(更に上流階級

同志で用いるのを KramAinggi1), 卑近な用法を

Ngokoと称え, ジャワ語学習者はまずこの難関にぶ

つかるのであるが,この書では各 LessonをSection

A,Bと分け, 同じ文例をそれぞれの用法によって示

しているのも,これまでのこの点の説明に関してとか

く難渋の多かった文法書に比べて,強調されて然るべ

きより良い試みといえるだろう｡唯,欲をいえば,これ

を見開きの中に対照して収めればもっと利用し易かっ

たろうと思われるoなお,マライ･ポリネシア語全般

にわたって tenseの表し方がさほど厳しくなく, ジ

ャワ語もその例に漏れないが,副詞の lagiが英語の

-ingに当るとして,Kow6Zagioram6tj6ttyou're

notreading"のような例を示しつつ (p.50,p.427),

Wらngkuwioram6tj8ttThatmanisn'treading"

(p.317)の如き不統一を来たしているところもある｡

又,この著者は Locativeformsという新しい項目

を設定して,その中に受動形,能動形を分類している

が,その他にこれまでオランダ人によって ttacciden-

teelPassief"と呼び習わされて きた k(e)-･(an)

をも含めさせている (マライ語にも同じ用法がある)0

しかし,発生的にも機能的にもこれは本来の受動形と

は異る. Aku k61ingan (-ilang)mug6mug6.

(Ng.)≪私は希望を失った≫｡ 更に語根を名詞化す

る機能もある｡kewarasan(-waras)≪健康≫｡そ

れ故に p.437に掲げられたこの項目の用法一覧表に

も,k(e)-(an)は省いてあるが,元来,別に考察す

べきものであろう｡この用法は,発生的に自然界に存

在する或る大きな力によって人間の無意識の内に引き

起された行為を表現したと考えられ,その表現様式は

今も残っている｡

本書は,一貫して現在の日常会話を教えるのに目的

があり,ジャワ文字など一切掲げていないし,又,そ

れに伴うジャワ文学の例も殆んど載せられていない｡

これがこの大冊をして少々,物足りなさを感じさせる

所以であるが,それを別にすれば,生きたジャワ語学

書として推薦するに価する｡ (崎山 理)

E.C.J.Mohr& F.A.vanBaren･.Tropical
Soils.ACriticalStudyofSoilGenesisas
RelatedtoClimate,RockandVegetation.
Amsterdam,1953.xiii+473+ixp.

共著者の一人 E.C.Mohrはオランダの土壌地質

学者で,1905年から1920年にかけてバイテンゾルフ植

物園の土壌地質研究所長として当時のオランダ領イン
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ドネシアに滞在し, その後更に1930年にここを訪れ

て, 『熱帯土壌一般殊に東印度の土壌』6巻 を1932

年に発刊 している｡ 戦後 CounciloftheRoyal

TropicalInstitute,Amsterdam の委嘱をうけて,

Utrecht大学の土壌学教授 F.A.vanBarenと共

著したのが本書であり,その内容は,熱帯条件下での

土壌生成が主要論点になっている｡従って土壌の肥沃

皮,侵蝕,漕排水等の問題についての叙述は,それら

が土壌生成に重要な関係をもってこない限り,省略さ

れている｡

内容は大別して2部から成る｡第 1部では熱帯条件

下での土壌生成の一般論が展開されており,第2部で

展開される土壌生成の個々の場合についての基礎的な

側面を覆う0 第1部 では, 気候 (第1章, Atmos･

phericclimateandsoilclimate),母岩 ･造岩鉱物

とその風化 (第2,3,4章),粘土鉱物の生成 (第5

章),土壌中の鉱物組成 (第6章),器械的組成と土壌

断面の特徴との連関 (第7章), 有機物の形成と分解

(第8章)がとり扱われている｡第2部では熱帯での,

殊にインドネシアでの土壌生成-論旨が展開され (罪

9,10,11章),その他, Lateriticsoils,Podzolic

soils,Margaliticsoils,Other importantsoil

types,Classificationoftropicalsoilsについての

各章が設けられている｡

参考文献は今世紀初頭から1953のものに及び,必要

なものは殆んど網羅されている感じである｡Atmos･

phericclimateandsoilclimate,Climateversus

rocks,Clay mineralformation,Mineralas-

sociation in soils,Lateriticsoils,Margalitic

soils.の各章の文献は充実している｡ 景観, 土壌断

面,それに岩石の風化状態,土壌の生成の状況等を示

す写真が豊富に収録され,記述を助けている｡又各地

の気象データ,(殊に雨量データ),母岩,母材,粘土

鉱物,土壌断面各層の化学組成を示すデータ,造岩鉱

物の種類と量を示すデータ等がとくに目につく｡とも

かく,熱帯土壌学のこれ迄の業績と,それが現在かか

えている問題を知るうえに又熱帯土壌を体系的に学ぶ

うえに貴重な本である｡

土壌研究の場において,著者は一応,自然的概念の

立場をとっているが, 発想の基本においては, ヨー

ロッパ流の地質土壌学の傾向が強い｡ このことは J.

vanBarenのpedologicalcredo:t-Inthebegin-

ning wastherock,and therock wasthe

motherofthesoils"に対する著者の強い共感の念

として表わされている｡ 著者が水田や畑作地等の土

壌,いいかえると,外的因子として更に人為作用の加

わってくる耕作地土壌を研穿対象として選びたがらな

い,という姿勢がそこに出てくるように思われる｡

土壌学が農業に何を寄与し得たか,又し得るか,と

いう点から,著者が発刊を予告している次巻Trobical

SoilsandCrobsに大きな期待を寄せている｡
(古川久雄)

RobertL.Pendleton:ReporttoAccompany
theProvisionalMapoftheSoilsandSur-
face Rocksof the Kingdom of Siam,
Bangkok,1953.Mimeograph.viii+290p.

RobertL.Pendletonと彼にフィリッピンより同

行した SaratMontrakunは, 1935年にタイ国に腰

をすえて以来, タイ国の土壌及び岩石の調査に従事

し,1946年に土壌図を発表｡ その後地方レベルでの

精査を行い,採取された土壌の化学的 ･物理的分析,

及び肥効試験を SarotMontrakunが受けもち, 漸

時蓄積 された結果を MutualSecurityAgencyへ

提出する為にまとめたのがこの報告である｡土壌分析

結果は別に大部の報告書, CompilationoFChem･

icalAnalysisofSoilsinThailandに収録されて
いる｡

この報告書は次の五部から成る:

1.LimitationoftheSoilMap,2.AnAnnotated

SoilLegend,3.SoilandFertilizerStudiesin

Siam, 4.GeographicalMaterial, 5.Principal

TopographicSubdivisionofSiam.重要なのは第

二部,第五部の二つである｡

第二部でタイ国の土壌を22の土壌型に分類し,その

母材,地形,土性,植生,耕作形態等を主として述べ

ている｡ Bangkokdarkheavyclay,Ongkarak

clay, ChiangMailoam,RoiEtfinesandy

loam 等重要な土壌型については, 土壌断面に観察

される顕著な現象中植物養分の存否,肥効テス トの結

果等に簡単に言及 している｡ 然し分類単位は Soil

series程度のものや greatsoilgroupが並列され,

又各単位のなかでの分類の区別がさだかでない場合も

多い｡著者自身,ここで使う土壌型には,その特徴に

非常に大きな幅があることを了解してほしい旨述べて

いる｡
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第五部でタイ国を北部,中央部,東北部,東南部,

半島部にわけ,地形,水系,植生,母材,土壌,港

鶴,農業等.その叙述は多岐にわたっているo色と土

性を示したのみのものではあるけれども土壌断面の記

述も多いo中央部,東南部,半島部については既に別

に報告書を出しているため,簡単な記述にとどまって

いるが, 北部と東北部については豊富な記述がなさ

れ,殊に東北部については,著者のフィール ドノー ト

から,一寸刻みの調査行程間での観察が刻明に書かれ

ており,ほぼ同じコースをかつてジープで走りまわっ

た私にとっては非常に興味深い｡

この報告から我々が知り得るものは要約すれば次の

2点になるだろう｡

1 タイ国における土壌の調査 ･分類のこれまでの

成果

2 この分数にもとづいた土壌型と土地利用の関係

の概要｡

なお, この報告を縮小再編した小冊子 (RobertL.

Pendleton& SarotMontrakun:TheSoilsof

Thailand,22p.)が1960年に出版されているO

著者の興味のポイントが土地利用の面にかたむいて

いる為に,土壌の生成,分類,肥沃度といった土壌学

自体の面での掘り下げが行われていないのは当然かも

しれないが残念だ｡ この報告書 を私に くれた Mr.

SarotMontrakunは温顔 をほころばせて言ったも

のだ,ペ ドロジーはエダフオロジーに奉仕すべきなの

だ,と｡ (古川久雄)

AJteKCaHAP A.ry6ep: El16J21102Pa垂uH
n20-80cmOZLfiOllA3au･Hope80JW qLtOfLfLaHIL

COeemCfCaHJlamePamyPafLaPyCCfC0･uH3bLfCe

opuzLtfia･WfiaHILnePe80∂fiaH･H3且aTeJIbCTBO
BOCTOtIHO抜JMTepaTypbI,Moct(Ba,19601212p.

本書は1964年4月24日京都大学を訪問したモスクワ

大学教授アレクサンドル ･A.グーベル博士 から京都

大学東南アジア研究 センターに寄贈 されたものであ

る｡グーベル教授はインドネシア,ベ トナムをはじめ

東南アジア全域 にわたる著書 や論文を多数執筆して

おり,ソ連における東南アジア研究の最高権威の一人

である｡本書の編集は,A･M.Grishinaを中心に,

M.I.Nefedov,D.A.Birman,S.M.Makarova,

M.A.Lobyntseva,Ⅴ.A.Kozhevnikov,Ⅴ.Ⅰ.

Iskol′dskij,G.A.Andreev,Ju.G.Aleksandrov,

S.Ⅰ.Ioanisjan,A.M.ShilkovおよびV.Ⅰ.Kornev

ら12人のソ連学者によって行なわれた｡

本文212頁の本書には3,752の文献があがっている｡

本書の構成は,12章に分かれ第1章は,(1)マルクス･

レーニン主義の創始者たちが東南アジアについて書い

た文献, (2)ソ連政府および党の東南アジアに関する

刊行物, (3)文献目録, (4)ソ連における東南アジア

諸国の研究史, (5)東南アジア諸国に関する一般文献

および, (6)地理, (7)人種, (8)歴史, (9)経済,

(10文化,(1B言語,¢カ宗教に関する文献を掲げてい
る｡

第2章以下はロシア語のアルファベット版で地域別

に分かれており,算 2章 ビルマ,第3章 英領北ボ

ルネオ,第4章 ベ トナム,第5葦 インドネシア,

第 6章 カンボジア, 第7章 ラオス, 第8茸 マ

ラヤとシンガポール,第9章 サラワク,第10章 タ

イ,第11章 ティモール,第12章 フィリピンとなっ

ている｡地域別文献の量によって,ソ連における研究

の関心がどの地域に向けられているかがほぼ推察でき

る｡すなわち, 最も文献が多いのはインドネシアの

884とベ トナムの846とであって,他はずっと少なく,

ビルマの324, マラヤおよびシンガポールの252, フ

ィリピンの222,タイの142という順になっている｡ソ

連の研究がインドネシアとベ トナムとに集中されてい

ることは, 色々な意味で興味深い｡ 政治的に不安定

で,ソ連の対外政策にとって重要な 国々ほど, ソ連

の研究者の関心をひいているといってもいいすぎでは

なかろう｡1950年代末までに発表されたソ連の東南ア

ジア関係の研究が一望の下に見渡せるという点で,本

書はきわめて有益な文献目録である｡グーベル教授の

御好意と,教授をセンターに紹介された,京都大学人

文科学研究所貝塚教授および日比野助教授の御高配に

心から感謝し,京都大学東南アジア研究センターが今

後国際的な学術交流に寄与することを祈念したい｡

(猪木正道)
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